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□「授業が楽しい」と答える児童
　　１・２年生　８３％、３～６年生　９６％（平均８９．５％）
□「授業が分かる」と答える児童
　　１・２年生　９２％、３～６年生　９１％（平均９１．５％）
□「ルールを守ったり仲間を大切にした行動をしている」児童
　　１・２年生　９３％、３～６年生　９８％（平均９５．５％）

　比較的自己評価は高い結果となったが、「とても当てはまる」と
回答した児童は５２％である。全職員が一斉授業から脱却し、研
究推進や研修を活用しながら授業改善に取り組んだ一定の成
果はあったと考える。
　「仲間と学び合うことができた」と答える児童につながる仲間を
大切にした行動をしていると自覚している児童は多いので一定
の成果はあるが、実際は大小の問題もあり、より良い学習を実
現するためには、互いに学ぶ権利を尊重することを継続したい。

□「授業改善に努めることができた」と答える職員　１００％
　「職員一人一人が一員として働きがいのある職場づくりを推進
する」ことも１００％であった。より良い職場で働けたという実感も
あるが、「とても当てはまる」の割合を増やし、自信をもって取り
組んでいる自覚をさらに高めたい。

□「学校が楽しい」と答える児童
　　　　１・２年 ８０％、３～６年 ９５％（平均８７．５）
　低学年は肯定的な評価が若干低いが、中学年以上の児童は
非常に高い。家庭を離れる寂しさを抱える低学年は増加してい
るが、学年が上がるにつれ、心理的安全を確保しながら自己表
出できる環境を整えることができた。
□「自分にいいところがある」と答える児童　８８％
　「なりたい自分に向かって努力している」児童 ９５．５％
　児童の自己評価は高く、自己肯定感を向上させた児童は多
い。

□不登校傾向の児童に対して、組織的サポート体制を構築する
ことで、安定して登校できるようになってきた。また、しぶりを抱
える他の児童の対応としても効果があった。

□「より良い生活になるように、自分や自分たちで考えて行動し
ている」　児童９５．５％
　「アイデアを生かした児童会活動の充実」職員 １００％
　自己評価は高いが生活自体に課題はあり、魅力ある活動を整
えながら、主体性・自律性を育てたい。

学校運営協議会における主な評価内容

・どの学年度の学級も児童が生き生きと学習に向かっていると感じられる。教科担任制の取組が生きていると感じられる。
・学習内容におけるできるできないの個人差があるのは当然だが、今後どのように子ども同士で解決するのかをさらに考え
てほしい。保小中の連携の在り方として、保育園ののびのびした成長を受け止め、小学校6年間の中で、発達段階を踏まえ
て「生きる力」を育んでほしい。
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確かな学力の定着を目指した授業
改善

NEW！GIFUウェブラーニング利活用の研究推進を進め、
データ利活用を算数以外の教科にも広めつつ、教科担任制
の実施を踏まえ、教員の専門性を生かしながら、より「学ぶ楽
しさ」を向上させる。
□「授業が分かる」と答える児童　８０％

授業や特別活動における生徒指
導を重点にした人間関係の育成

学習の基盤として、互いの「自由」を認め合う意識を醸成し、
学ぶ権利を尊重する学習環境を整える。その中で、自分事と
して学習や問題に取り組む意識を育成する。
□「仲間と学び合うことができた」と答える児童　８０％

授業改善に向かう職員の指導力
向上のための研修・勤務体制の整
備

職員が毎日元気に子どもの前に立てるように働きがいのあ
る職場を作るとともに、研修の日や中学校との合同授業研究
会を活用し、授業力向上に努める。
□「授業改善に努めることができた」教職員　１００％

特別支援教育の充実と校内支援
センターの体制づくりの推進

校内での組織的なサポート体制を構築し、不登校児童の支
援の拡充と効果的な指導を実施する。

魅力あるワクワクする活動の創造

直接体験を大切にした総合的な学習の充実を図り、郷土へ
の思いや生き方を学ぶ内容を深めつつ、課題解決学習への
発展を図る。学校・学年行事の内容や取組方法を工夫し、児
童主体となるように当事者意識を醸成する。
□「児童主体の活動を仕組むことができた」９０％

学ぶ楽しさや「できた」「分かった」
を味わえる授業の創造

教師の「教えたい」を児童の「学びたい」にコーディネートする
ことに努め、自己選択・自己決定・自己調整の場を重視する
授業改善を進め、主体的に学びに向かう力を育成する。
□「授業が楽しい」と答える児童　８０％

どの子にも居場所がある学校づく
り
（いじめを許さない風土づくり）

人権感覚の育成について職員で共通理解を図り、児童の良
さの価値づけを推進するとともに、マイサポーター制度や教
育相談の充実を図り、学校を安心できる場所にする。
□「学校が楽しい」と答える児童 １００％

ウェルビーイング（幸せ・生きがい）
の向上

「なりたい自分」の実現に向けて、自ら定期的に目標設定と
振り返る場を設けるとともに、互いの良さを認め合う活動を展
開しながら、自己肯定感や自己有用感を向上させる。
□「自分のことが好き」と答える児童　８０％

令和７年度　高山市立丹生川小学校　学校経営の重点及び自己評価　　　校長　　押井　香織
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本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
分析と改善点


